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１月９日　新春書き初め会（舟形小学校）

｢舟形わかあゆクラブ」が始まります
～部活動の地域展開に向けて～
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舟形町のうごき

令和７年度物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金

｢舟形わかあゆクラブ｣ が始まります ～部活動の地域展開に向けて～
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干
支
は
「
十
干
」
と
「
十
二
支
」
の
組
み

合
わ
せ
か
ら
な
り
、
６０
年
で
一
巡
し
ま
す
。

今
年
の
十
干
は
「
丙
」、
十
二
支
は
「
午
」
の

た
め
、
今
年
の
干
支
は
「
丙
午
」
と
な
り
、

十
干
十
二
支
で
は
４３
番
目
に
あ
た
り
ま
す
。

　
一
巡
前
の
「
丙
午
」
に
あ
た
る
１
９
６
６

年
の
日
本
で
は
、
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
「
ビ
ー
ト

ル
ズ
」
の
初
来
日
や
総
人
口
の
１
億
人
突
破

な
ど
、
明
る
い
話
題
が
あ
り
ま
し
た
。
舟
形

町
で
は
、
長
者
原
橋
の
竣
工
や
堀
内
田
植
え

踊
り
が
県
芸
術
祭
へ
参
加
出
演
す
る
な
ど
の

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
丙
」
は
十
干
の
３
番
目
で
「
大
地
か
ら

芽
が
出
て
葉
が
広
が
っ
た
状
態
」
と
い
う
意

味
が
あ
り
、
太
陽
や
火
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
象
徴
す
る
そ
う
で
す
。「
午
」
は
馬
を
表
し
、

そ
の
勢
い
や
力
強
さ
か
ら
、
躍
進
や
挑
戦
の

成
功
な
ど
を
象
徴
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
丙
午
」
の
今
年
は
、
新
た
な
挑
戦
に
よ

る
飛
躍
の
一
年
と
な
り
そ
う
で
す
。

今
年
は
「 

丙 

午 

」
で
す

ひ
の
え
う
ま

じ
っ
か
ん

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

令
和
８
年

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
よ
り

町
政
の
推
進
に
対
し
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
物
価

高
騰
や
ク
マ
の
出
没
、
一
昨
年
か
ら
の
大
雨

災
害
被
害
の
爪
痕
が
残
る
中
、
生
活
に
不
安

を
抱
え
る
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
物
価
高
騰
対
策
で
は
、
国
の
臨
時
交
付
金

も
活
用
し
な
が
ら
、
30
％
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
や
ガ
ン
バ
ル
め
が
み
ち
ゃ
ん
商
品
券

を
発
行
す
る
な
ど
、
町
経
済
の
活
性
化
や
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
組
み
ま
し
た
。

　
全
国
的
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
ク
マ
の

出
没
に
つ
い
て
は
、
目
撃
通
報
件
数
が
過
去

最
多
と
な
る
77
件
に
上
り
、
ク
マ
が
住
宅
地

の
小
屋
に
立
て
籠
も
る
と
い
う
事
例
も
発
生

し
ま
し
た
が
、
防
災
無
線
に
よ
る
注
意
喚
起

と
情
報
共
有
、
箱
わ
な
や
電
気
柵
の
設
置
、

追
い
払
い
花
火
に
よ
る
対
応
な
ど
、
町
猟
友

会
と
も
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
町
民
の
安

全
を
第
一
に
迅
速
な
対
策
に
努
め
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
大
雨
災
害
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、

町
内
業
者
が
中
心
と
な
り
２
０
０
件
あ
ま
り

の
復
旧
工
事
に
従
事
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
、
よ
う
や
く
目
途
が
立
つ
と
こ
ろ
ま
で
回

復
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
は
第
７
次
舟
形
町
総
合
発
展

計
画
の
後
期
短
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
ス
タ

ー
ト
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
１
０
０
歳
元
気

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
各
種
検
診
や
予
防
接
種

助
成
の
拡
充
を
行
な
っ
た
ほ
か
、
子
育
て
支

援
の
取
組
み
で
は
、
保
育
園
入
園
児
祝
い
品

の
支
給
、
小
・
中
学
校
の
補
助
教
材
費
の
無

償
化
や
、
小
学
校
体
育
着
と
中
学
校
制
服
購

入
費
の
無
償
化
を
実
施
。
さ
ら
に
、
ほ
ほ
え

み
保
育
園
の
保
育
料
に
つ
い
て
所
得
制
限
を

撤
廃
し
、
完
全
無
償
化
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
東
北
農
林
専
門
職
大
学

の
開
学
を
契
機
と
し
た
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
で
は
２
棟
目
の
学
生
ア
パ
ー
ト
が
完
成

し
、
新
た
に
10
名
の
学
生
を
町
民
と
し
て

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
隣
接
地
に
は
、

空
き
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
交
流
施
設

「
ふ
な
ぽ
ん
」
を
整
備
し
、
学
生
支
援
を
担

当
す
る
集
落
支
援
員
に
よ
る
学
生
生
活
の
サ

ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
学
生
の
交

流
場
所
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
こ
の
交
流
施
設
「
ふ
な
ぽ
ん
」
に
は
、

舟
形
地
区
を
担
当
す
る
集
落
支
援
員
を
配
置

し
て
お
り
、
同
地
区
の
地
域
運
営
組
織
の
地

域
づ
く
り
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
地
域
運
営
組
織
の
活
性
化
に
つ
い

て
支
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、
自
主
自
立
的

な
活
動
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
も
引
き
続
き
、
物
価
高
騰
や

自
然
災
害
、
鳥
獣
被
害
へ
の
対
応
、
ま
た
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
そ
れ
に
伴
う
デ
ジ

タ
ル
社
会
へ
の
適
応
な
ど
、
直
面
す
る
課
題

は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
す

が
、
暮
ら
し
の
安
心
を
支
え
る
施
策
を
着
実

に
進
め
る
と
と
も
に
、
小
さ
い
町
だ
か
ら
こ

そ
可
能
な
き
め
細
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
効

率
的
な
行
政
運
営
に
引
き
続
き
取
組
み
、
町

の
将
来
像
と
し
て
掲
げ
る
「
住
ん
で
い
る
人

が
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
『
わ
く
わ
く
未
来
ふ

な
が
た
』
」
の
実
現
に
向
け
取
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
年
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
健
康
で
実
り
多
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

舟
形
町
長

　
　森 

　富  

広

　１月９日、舟形小学校で新春書
き初め会が行われました。児童た
ちは、「友だち」や「世界の国」な
どを、真剣な表情で一筆ずつ気持
ちを込めて書いていました。

表紙の紹介
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●出生 13人
　（前年 13人）

●消防団員　　 315人（前年 334人）
●予備消防団員 123人（前年 115人）

●世帯 2.48人／世帯
　（前年 2.54人／世帯）

●死亡 113人
　（前年 126人）

●婚姻 4組
　（前年 14組）

●65歳以上人口
2,042人（45.13％）
（前年2,064人（44.28％））

●町の歳出（一般会計）
68億1,441万円（R6）
（前年 58億5,481万円）

●小学校児童数 162人（前年177人）
●中学校生徒数   96人（前年  98人）

●転入   83人（前年112人）
●転出 118人（前年107人）

●交通事故件数３件（前年2件）
（死亡 1人：負傷 5人）
※東北中央自動車道での事故は含まず

●農家戸数
588戸（前年597戸）
（水稲共済細目書より）

●火災 ２件
　（前年 １件）

●経営耕地面積
1,774.3ha（前年1,774.7ha）

（農家台帳より）

●水洗化率 89.0％
（前年 88.8％）

●町の歳入（一般会計）
72億5,142万円（R6）
（前年 60億7,869万円）

●製造品出荷額等
58億5,200万円

（統計でみる市区町村のすがた2025より）

●水道普及率 99.7％
（前年 99.6％）

●救急車出動回数 176件
（前年 219件）

●舟形若あゆ温泉利用者数
131,546人

（前年132,487人）

舟形町のうごき
令和
7年の

（令和７年１２月３１日現在）

●人　口
　4,525人　（前年4,661人）
●世帯数
　1,821世帯（前年1,832世帯）

●ふるさと納税額
11億5,616万円

（前年7億353万円）

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金

交付金の額 1億1,458万8千円

令和７年度

　国の重点支援地方交付金は、物価高騰の影響を受けた生活者や事業者に対し支援を行う事業です。国の令和７年

度補正予算では、地域の実情に合わせて必要な支援をきめ細やかに実施できるよう「推奨事業メニュー」実施分が

追加され、町には１億１,４５８万８千円が配分されました。町では、効果的な支援を迅速に行うことを中心に検討

し、関係課から提案された２８事業の２億２,１２１万７千円のうち、次の事業を実施することとしました。

　これら事業のほかにも、町では今年度に低所得世帯への不足額給付などを実施しています。国の

重点支援地方交付金を活用した事業について、詳しくは右のＱＲコードから町ホームページを確認

ください。なお、支援事業の内容については、国の動向により変更される場合があります。

物価高騰対策プレミアム付き
商品券発行事業

　物価高騰の影響を受けている生活者や事業者の支援
を図るため、プレミアム付き商品券を発行します。

　１冊10,000円で13,000円分の商品券を購入でき
ます。詳しくは追ってお知らせします。

2,897万2千円（うち交付金2,083万７千円）

▼問い合わせ／舟形町まちづくり課企画調整係　☎（３２）０１０４

農林水産物産直施設空調設備
省エネルギー化推進事業

　産直施設の空調工事の費用を支援することで、高騰
する電気料金に対応し、経営継続を支援します。

　省エネエアコン２台を導入することで、電気料金の
負担軽減のほか、空調機能の向上を目指します。

310万円（うち交付金274万３千円）

農業用揚水ポンプ等電気料金
高騰対策支援事業

　農業用揚水ポンプなどに使用する電気料金の高騰に
対して支援し、水利組合などの活動継続を図ります。

　令和３年度と令和８年度の電気料金を比較した価格
上昇分の一部を支援します。

634万2千円（うち交付金561万１千円）

保育園完全給食導入事業

　保護者の負担軽減のため、舟形ほほえみ保育園で完
全給食に係る必要な資機材を導入します。

　業務用IH炊飯ジャーなどを導入し、各家庭から米
飯を持参する負担を軽減します。

128万1千円（うち交付金113万3千円）

中学校制服等購入補助事業

　物価高騰による保護者の負担軽減のため、新１年生
の生徒が使用する制服などの購入費を補助します。

　新１年生の生徒を対象として、１人あたり上限
60,000円の購入費を補助します。

216万円（うち交付金191万１千円）

小学校体育着等購入補助事業

　物価高騰による保護者の負担軽減のため、新１年生
の児童が使用する体育着などの購入費を補助します。

　新１年生の児童を対象として、１人あたり上限
10,000円の購入費を補助します。

24万円（うち交付金21万２千円）

舟形ほほえみ応援商品券発行事業

　物価高騰の影響を受けている生活者の支援を図るた
め、商品券を配布して負担の軽減を図ります。

　町民１人あたり20,000円分の商品券を配布します。
詳しくは追ってお知らせします。

9,274万4千円（うち交付金8,205万３千円）

保育園入園児祝品支給事業

　保育園入園時に、これまで各家庭で購入していた物
品を支給し、保護者の負担軽減を図ります。

　通園カバンやカラー帽子など、保育園入園児指定用
品を支給します。

10万円（うち交付金８万８千円）
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｢舟形わかあゆクラブ｣が始まります

　国が令和４年に「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」を示し
たように、これまで学校のみで活動してきた部活動を、地域ぐるみで運営する動きが全国的に広がっています。
国では、令和８年度から令和13年度までを改革実行期間として設定。休日の部活動の地域展開をはじめ、部
活動の改革を進めています。【表１】

これから部活動はどう変わる？
　これからも子どもたちがスポーツや文化活動に継続して親しむことができるようにするため、「舟形わかあゆ
クラブ」が始まります。この仕組みにより、教職員の負担を減らしながら、地域全体で子どもたちの活動を支
えることができるようになります。そのためには、町、学校、そして地域や保護者のみなさんの協力が欠かせ
ません。【図１】

なぜ、部活動の地域展開が必要？
　部活動の地域展開が必要とされる背景には、現在の部活動のあり
方では継続することが困難という現状があります。
　舟形中学校の生徒数は、10年で約30名減少しています。少子化
による部員の減少でチームがつくれないなど、全国的にも部活動の
継続が困難になりつつあります。また、教員数の減少により、授業
や学級指導などの負担が増えているほか、経験のない種目の顧問と
なる場合もあり、教員も部員もお互いに望ましくない状況になる場
合もあります。【図２】
　これらの課題に対応するため、町では部活動を持続可能なものと
して、地域に展開していくための取組みを行なっていきます。

　町では、教育目標である「地域に育ち、地域を育てる町民の育成」のもと、社会の変化に対応しながら、未
来に向けた「持続可能なまちづくり」を進めています。令和５年度から舟形町部活動改革検討委員会を中心に
検討を重ねており、休日の部活動を地域展開するにあたって重要な活動基本方針やクラブ認定要項などを決定
しました。
　活動時間は原則として３時間程度とし、日曜や祝日を休みにすることで過度な運動を防ぎ、子どもたちが無
理なく活動を続けられるようにします。会費は各クラブで設定し、保険料などの消耗品費や指導者への謝礼な
どにあてられます。また、できるだけ負担が少なくなるよう、町からの補助金などで支援が行われます。

【表１】部活動とクラブの役割分担について
（「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」をもとに町作成）

【図１】舟形わかあゆクラブにおけるそれぞれの役割

【撮影：戸田写真館】

活動日

指導者

大会参加

平日

教員など

休日（原則、土曜日のみ）

平日の活動
（学校の部活動）

休日の活動
（地域のクラブ）

クラブの指導者

　中学校体育連盟・文化連盟主催の大会
に学校名で参加し、顧問が引率

　中学校体育連盟・文化連盟以外が主催する大会
にクラブ名で参加し、保護者や指導者が引率

　令和８年４月から、これまで学校が主体となっていた舟形中学校の部活動を、新たに地域のクラブ活動として展開
していく「舟形わかあゆクラブ」が始まります。今回は、町が進める新しい部活動のかたちを紹介します。

部活動の地域展開とは？

～部活動の地域展開に向けて～

授業､テスト､部活動、
やることがまだまだ
たくさんある…

全国大会を目指したい
けど部員が少なくて
大会に出場できない…

【図２】部活動に関わる課題の例

町の役割

学校の役割 地域の役割

休日の活動の主体となり、活動を計画・運営
・規約の作成や役員の決定など、クラブの運営
・練習日程の調整や練習試合の計画
・大会参加の申込みや当日の引率
・会費の設定や管理、会計報告

町の役割
事務局を設置し、クラブ全体をサポート
・休日の練習や試合で使うバスの手配
・補助金などによる保護者負担の軽減
・指導者向けの研修会による指導のサポート
・｢地域コーディネーター」による運営支援

学校の役割
平日の部活動の指導に集中
・顧問（先生）と指導者が情報を共有
・連携して子どもたちの成長をサポート

地域の役割
指導などを担い、専門性と活動環境を提供
・専門的な技術指導（地域指導者）
・活動場所の提供と管理
・地域コミュニティでの見守り
・多世代交流による社会性の育成

保護者の役割保護者の役割
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舟形中学校の部活動を紹介します

部活動の地域展開に関わる方に聞きました

　令和８年４月から始まる「舟形わかあゆクラブ」は、これまでの部活動を基盤としています。現在、舟形
中学校で活動している６つの部活動を紹介します。

野球部 サッカー部

バレーボール部
バドミントン部

ソフトテニス部 吹奏楽部

　毎週、部員の成長に驚くば
かりです。舟形わかあゆクラ
ブが始まることで、さらに関
わりが増えていくと思います。
　これからもいっしょに舟中
サウンドを響かせましょう。

吹奏楽部地域指導者
佐藤亜紀さん（舟形第１）

　舟形わかあゆクラブ事務局
は、休日のクラブ活動をサポ
ートします。バスの手配やク
ラブの運営支援など、保護者
の方の負担を軽減しながら、
持続可能な部活動の実現に向
けて取組んでいきます。

舟形わかあゆクラブ事務局
滝沢さつきさん（教育課）

　部活動の地域展開により、
「やってみたい」という子ど
もたちの思いが、地域の人材
を生かして実現し、より良い
環境でのびのびと活動できる
ようになってほしいと願って
います。

　学校だけでなく、地域で部
活動を支える動きは今後も進
んでいくと思います。
　これからも顧問の先生と連
携しながら、部員が成長でき
る指導を続けていきます。

バドミントン部保護者会長
菊地　晃さん（堀内）

バレーボール部コーチ
小屋陽介さん（新庄市）

▼問い合わせ／舟形わかあゆクラブ事務局（舟形町教育課学事係内）☎（32）2379

▼部員数／３名
▼顧　問／大石浩輝、後藤秀平
▼部　長／相馬琉生（２年生）
▼大会結果など／地区中総体第２位
「野球部は３人で日々練習に取組んで、大会
にはクラブチームとして出場しています。
　クラブ目標の全国制覇を目指し、これから
も練習に取組んでいきます」

▼部員数／13名
▼顧　問／早坂直人、遠藤早希
▼部　長／富樫颯真（２年生）
▼大会結果など／地区中総体女子個人第６位
　　　　　　　  （県大会出場）ほか
「バドミントン部は、ほぼ全員が中学校から始め
た初心者です。経験がなくても、練習しだいでし
っかり実力をつけ、結果を残すことができます。
いっしょにがんばりましょう」

▼部員数／９名
▼顧　問／丹　知記、後藤秀平
▼部　長／信夫結衣（２年生）
▼大会結果など／地区中総体第２位
「バレーボール部は地区優勝を目指して
がんばっています。一本一本を丁寧に
プレーし、最後まで諦めずに戦うことが
できるチームを目指しています」

▼部員数／８名
▼顧　問／滝沢さつき（教育課）
▼部　長／大場すみれ（２年生）
▼大会結果など／地区中総体第１位
　　　　　　　  （県大会出場）
「サッカー部では、地域クラブとして小学生
もいっしょに活動し、東北大会出場を目標に
日々の練習に力を入れています。時には辛い
こともありますが、チームで支え合いながら
乗り越えています」

▼部員数／６名
▼顧　問／成田　徹、後藤秀平
▼部　長／伊藤大智（２年生）
▼大会結果など／地区新人大会男子団体第３位
　　　　　　　  （県北ブロック大会出場）ほか
「ソフトテニス部は県大会出場を目指してがんばって
います。私たちは中学校から始めた初心者でしたが、
みるみる上達し、結果を残せるようになりました。
　ぜひ、いっしょにテニスを始めましょう」

▼部員数／９名
▼顧　問／佐藤記子、遠藤早希
▼部　長／中山愛麻（２年生）
▼大会結果など／吹奏楽コンクール
　　　　　　　　最北地区予選会優良賞ほか
「吹奏楽部は『Just do it』を合言葉に、より美しい
演奏ができるよう、日々練習に励んでいます。
　『吹（く）奏（でる）楽（しい）』のごとく、部員
みんな、楽しんで演奏しています」
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舟形町ではホームページを開設しています。

なかでも「Ｏｈ！ Ｎｅw  Ｎｅw  Ｎｅws」は新鮮な情報が満載。

▼舟形町ＨＰ  https://www.town.funagata.yamagata.jp

　１２
月
１９
日
、
田
苗
光
代
さ
ん
（
幅
出

身
、
山
形
市
）
か
ら
舟
形
小
学
校
へ
図

書
１４
冊
、
舟
形
中
学
校
へ
図
書
２１
冊
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
田
苗
さ
ん
か

ら
は
毎
年
、
図
書
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

児
童
・
生
徒
の
充
実
し
た
読
書
活
動
に

繋
が
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、「
て
ん
ご

く
」
や
「
２
ひ
き
の
か
え
る
」
と
い
っ
た

絵
本
な
ど
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　舟
形
小
学
校
図
書
委
員
長
の
石
山

玲
愛
さ
ん
（
６
年
）
は
、「
今
年
も
田
苗

さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
す
て
き
な
本
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
切
に

読
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
し

て
い
ま
し
た
。

長
沢
集
学
校
に

感
謝
状

　１２
月
２４
日
、
新
庄
警
察
署
で
新
庄
警

察
署
長
感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
新

庄
警
察
署
長
よ
り
長
沢
集
学
校
（
校
長

甲
州
剛
さ
ん
）
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
感
謝
状
は
、
地
域
に
お

け
る
防
犯
活
動
に
際
し
、
施
設
を
活
用

し
た
児
童
の
見
守
り
活
動
を
積
極
的
に

推
進
す
る
な
ど
、
青
少
年
の
健
全
育
成

に
多
大
な
貢
献
を
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

　甲
州
さ
ん
は
「
町
民
の
方
や
子
ど
も

た
ち
に
集
学
校
を
活
用
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
で
受
賞
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

集
学
校
を
、
よ
り
良
い
場
所
に
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　１２
月
２４
日
、
新
庄
警
察
署
で
新
庄
警

察
署
長
感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
新

庄
警
察
署
長
よ
り
山
形
県
猟
友
会
最
上

支
部
舟
形
分
会
（
分
会
長

　八
鍬
仁

さ
ん
）
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
感
謝
状
は
、
ク
マ
の
出
没
に
際
し
、

箱
わ
な
の
設
置
や
地
域
の
見
守
り
を

迅
速
に
行
う
な
ど
、
地
域
住
民
の
安
全

の
確
保
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

　八
鍬
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
町
で
暮

ら
す
み
な
さ
ん
の
安
全
と
安
心
の
た
め

に
、
有
害
鳥
獣
の
対
策
に
取
組
ん
で
い

き
た
い
。
今
後
も
ク
マ
の
出
没
に
備
え

て
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

猟
友
会
舟
形
支
部
に

感
謝
状

小
・
中
学
校
の
み
な
さ
ん
へ

田
苗
光
代
さ
ん
図
書
寄
贈

　１
月
１４
日
、
沖
縄
中
部
広
域
市
町
村

圏
の
小
学
５
年
生
３５
名
が
、
舟
形
小
学

校
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
最
上

広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
が
毎
年
実
施

し
て
い
る
派
遣
交
流
事
業
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。
参
加
し
た

児
童
は
そ
り
乗
り

な
ど
の
雪
遊
び
で

交
流
し
、
町
内
産

の
農
産
物
を
た
っ

ぷ
り
使
っ
た
給
食

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　１２
月
３０
日
か
ら
１
月
１２
日
、
舟
形
若

あ
ゆ
温
泉
に
み
ず
き
団
子
が
飾
ら
れ
ま

し
た
。
み
ず
き
団
子
は
五
穀
豊
穣
、
無

病
息
災
の
願
い
を
込
め
る
伝
統
行
事
で

す
。
ま
た
、
１
月
１１
日
に
は
鏡
開
き
が

行
わ
れ
、
来
場
者

に
お
し
る
こ
が
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

来
場
者
は
「
雪
の

日
に
食
べ
る
お
し

る
こ
は
格
別
だ
」

と
話
し
て
い
ま
し

た
。 色

鮮
や
か
な
み
ず
き
団
子

舟
形
若
あ
ゆ
温
泉

沖
縄
の
子
ど
も
た
ち
と

交
流
を

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱

木
島
真
紀
さ
ん
（
洲
崎
）

　
法
務
大
臣
よ
り
人
権
擁
護
委

員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
３
年
で
、
人
権
相
談
や
啓
発

活
動
に
取
組
み
ま
す
。

無
病
息
災
を
祈
る
御
柴
灯

　
１
月
11
日
、
舟
形
町
消
防
出

初
め
式
・
安
全
祈
願
祭
が
行
わ

れ
、
団
員
な
ど
約
50
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
１
月
中
旬
、
各
地
区
で
御
柴

灯
が
行
わ
れ
、
五
穀
豊
穣
や
無

病
息
災
、
家
内
安
全
な
ど
が
祈

願
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
月
７
日
、
第
２
回
地
球
温

暖
化
対
策
推
進
協
議
会
が
開
催

さ
れ
、
町
の
脱
炭
素
計
画
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
１
月
18
日
、
陸
羽
西
線
運
転

再
開
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
め
が
み

ち
ゃ
ん
が
登
場
。
乗
客
の
方
を

歓
迎
し
ま
し
た
。

　
12
月
23
日
、
も
が
み
南
部

商
工
会
舟
形
支
部
（
支
部
長

信
夫
正
己
さ
ん
）
か
ら
要
望
書

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

平
穏
な
一
年
を
祈
願
し
て

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
目
指
し
て

町
の
商
工
業
の
発
展
に

向
け
て

新
庄
駅
で
め
が
み
ち
ゃ
ん
が

お
も
て
な
し

　町では、令和７年１１月に発生した大分市佐賀関の大規模火災で被災された方々を支援

するため、役場窓口に募金箱を設置し義援金を受付しています。

　なお、募金の受付は３月３１日までとなっています。

※寄付金は、舟形町社会福祉協議会を通じて日本赤十字社に届けられます｡

大分市佐賀関大規模火災支援募金

　町では、令和７年１２月に発生した青森県東方沖地震で被災された方々を支援するため、

役場窓口に募金箱を設置し義援金を受付しています。

　なお、募金の受付は１月３０日までとなっています。

　町では、令和６年１月１日に発生した能登地方を震源とする地震および同年９月に発生

した大雨災害で被災された方々を支援するため、役場窓口に募金箱を設置し義援金を受付

しています。その経過についてお知らせします。

能登半島地震・大雨被災地支援募金

募金額　832,139円（12月31日現在）

青森県東方沖地震被災地支援募金

▼問い合わせ／舟形町総務課総務係　☎（３２）２１１１（内線２３２）
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まちづくり課 企画調整係
☎（32）0104
kikakupr@town.funagata.yamagata.jp

「
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

　あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　１２
月
は
雪
が
降
ら
な
く
て
過
ご
し
や
す

い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
に
入

っ
た
と
た
ん
毎
日
の
よ
う
に
雪
。
そ
し
て

寒
い
。
よ
う
や
く
冬
ら
し
く
な
っ
て
き
ま

し
た
ね
。
ま
だ
ま
だ
雪
道
に
慣
れ
て
い
な

い
の
で
、
運
転
に
気
を
付
け
な
が
ら
活
動

を
行
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
年
越
し
を
舟
形
町
で
」

　昨
年
に
引
き
続
き
猿
羽
根
山
地
蔵
堂
で
、

１２
月
３１
日
の
夜
か
ら
１
月
１
日
の
夕
方
ま

で
、
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
年

は
大
晦
日
の
夜
か
ら
雪
が
降
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
除
雪
作
業
を
行
い
な
が
ら
で
大
変

で
し
た
が
、
一
年
の
始
ま
り
を
地
蔵
堂
で

過
ご
す
と
い
う
貴
重
な
経
験
が
で
き
て
う

れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　協
力
隊
と
し
て
の
活
動
も
残
り
３
ヵ
月

と
な
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
準
備
や
こ
れ

ま
で
の
活
動
の
ま
と
め
な
ど
、
慌
た
だ
し

い
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
と
お
し
て
、
舟
形
町

の
魅
力
や
イ
ベ
ン
ト
を
発
信
し
て
い
き
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　ま
だ
ま
だ
寒
い
日
々
が
続
き
ま
す
の
で

み
な
さ
ん
も
お
体
に
は
、
ご
自
愛
く
だ
さ

い
ま
せ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　佐
藤

　浩
二

▼
問
い
合
わ
せ
／

　舟
形
町
ま
ち
づ
く
り
課
地
域
支
援
係

　☎
（
３２
）
０
１
０
４

〜
地
域
お
こ
し
協
力
隊
コ
ラ
ム
〜

舟
形
見
聞
録第34

話

インスタグラムは
こちら

【問い合わせQR】

まちの話題、疑問、質問、提言、意見のほか、会員募集やイラストなど
何でも結構です。広報紙上でできるだけ紹介します。

　
小
学
生
を
対
象
と
し
た
サ
ッ
カ
ー
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
／
１
月
30
日（
金
）、
２
月
６
日（
金
）、

　
20
日（
金
）、
３
月
６
日（
金
）

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

▼
場
所
／
舟
形
小
学
校

▼
対
象
／
小
学
生

▼
持
ち
物
／
サ
ッ
カ
ー
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
の

　
運
動
靴
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
な
ど

▼
指
導
／
舟
形
Ｆ
Ｃ
、舟
形
町
サ
ッ
カ
ー
協
会

▼
そ
の
他
／
申
込
み
不
要
。
参
加
当
日
に

　
ピ
ロ
テ
ィ
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
／

　
舟
形
町
中
央
公
民
館  

☎（
３２
）２
２
４
６

　
舟
形
町
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
協
会
で
は
、

卓
球
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
／
３
月
１
日（
日
）午
前
８
時
30
分
〜

▼
場
所
／
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
／
40
歳
以
上
の
方
、
ま
た
は
舟
形
町

　
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
協
会
が
認
め
た
方

▼
部
門
／
ス
リ
ー
ダ
ブ
ル
ス

　※

参
加
人
数
に
よ
り
変
更
あ
り

▼
参
加
費
／
５
０
０
円

▼
〆
切
／
２
月
19
日
（
木
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　
舟
形
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
☎（
３２
）３
５
０
１

放
課
後
サ
ッ
カ
ー
倶
楽
部

く
ら
ぶ

お知らせ

第
28
回
舟
形
町

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会

お知らせ

舟形町教育振興修学資金修学生を募集します
　町では、将来を担う人材を育成するとともに教育の機会均等に寄与することを目的として、「舟形町教育振興
修学資金」の貸付を行なっています。令和８年度における貸付を希望される方は申込みください。
▼募集人員／新規１０名程度
▼貸付対象／次のすべてに該当する方
   ○ 令和８年４月１日現在、次のいずれかに入学予定または在学中であること
　　・学校教育法に規定する大学または短期大学
　　・専修学校またはこれに相当すると認められる学校
　　　※ただし、大学受験のための予備校、公務員試験受験のための学校をのぞく
　○ 舟形町に住所を有する方の子弟
　○ 品行が正しく、学術に優れていること
▼貸付制度概要
　○ 貸付額／月額５万円以内
　○ 貸付期間／令和８年４月～最終学年の終期
　○ 利子／無利子
　○ 貸付の方法／毎月１月分を指定する日に貸付　※ただし、４月分・５月分は５月の振込み
　○ 返還方法／貸付終了から1年経過した後、大学は8年以内、短期大学およびその他の学校は5年以内に返還
▼申請手続き／舟形町教育振興修学資金貸付申請書に保証人２名を付し、次の書類を添えて提出
　○ 保護者と修学生の親子関係がわかる証明書（戸籍抄本など）
　○ 保証人２名の方の所得証明書、納税証明書、印鑑証明書など
　　 ※保証人の要件：父母等の保護者１名と家族以外で独立の生計を営む方１名
　○ 貸付申込期間確認票
▼申込み期間／２月24日（火）～３月13日（金）
▼その他／申請手続きの詳細は、町ホームページでも確認できます。
▼申込み・問い合わせ／舟形町教育課学事係　☎（３２）２３７９　

舟形中学校移転新築検討委員会の活動を紹介します
　現在の舟形中学校の校舎は、昭和58年に建築されてから42年が経過し、建物や設備の老朽化などが進み、
また、教育内容の変化などへの対応が難しくなっています。町では、舟形町第７次総合発展計画において進め
ている教育環境の整備に基づき、舟形中学校移転新築検討委員会（会長　八鍬幸仁さん）を設置し、「舟形中
学校移転新築検討委員会News Letter」などで活動をお知らせしてきました。

【今後の活動】
　現在、「舟形中学校移転新築基本計画」の策定を
目指しています。
　第３回の検討委員会は２月中の開催を予定してお
り、検討内容などについては３月ころに「舟形中学
校移転新築検討委員会News Letter２」で町民のみ
なさんにお知らせしていく予定です。
▼問い合わせ／舟形町教育課学事係  ☎（32）2379

第１回検討委員会（５月26日）

　委員長を選出し、移転新築の基本構想な
どについて意見交換を行いました。

町民ワークショップ（９月30日）

　未来の舟形の学校づくりを考えるワーク
ショップを開催しました。

先進校視察（８月19日）

　学校移転の先進事例である色麻町立色麻
学園（宮城県）を視察しました。

※詳しくは右の
　QRコードから

新年を照らすかがり火

猿羽根山地蔵堂の初詣
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▼
現
在
の
あ
な
た
は
？ 

　
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ナ
ー

▼
自
分
を
一
言
で
言
う
と
？

　
優
柔
不
断

▼
夢
は
？

　
こ
れ
か
ら
も
仕
事
で
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
関
わ

　
り
た
い

▼
趣
味
は
？ 

　
絵
を
描
く
こ
と
、
ア
ニ
メ
や
映
画
観
賞

▼
舟
形
町
の
良
い
と
こ
ろ
は
？ 

　
自
然
が
豊
か
で
鮎
が
お
い
し
い

▼
10
年
後
の
舟
形
町
は
？ 

　
町
の
風
景
や
ま
つ
り
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人

　
に
知
っ
て
ほ
し
い

▼
尊
敬
す
る
人 

　
家
族

▼
祝
賀
式
を
終
え
て
一
言

　
祝
賀
会
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
久
し
ぶ
り

　
に
み
な
さ
ん
と
会
っ
て
、
自
分
も
が
ん
ば
ろ
う

　
と
改
め
て
気
持
ち
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。

新
刊
書
の
紹
介

（
舟
形
町
中
央
公
民
館
図
書
室
）

図書室にない本も
借りることができます

町中央公民館図書室
蔵書数 8,103冊
（令和８年１月時点）

▼
問
い
合
わ
せ
／
食
育
・
地
産
地
消
推
進
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
☎（
３２
）０
９
４
７

▼
問
い
合
わ
せ
／
舟
形
町
教
育
課
学
事
係

　
　
　
　
　
　
　
☎（
３２
）２
３
７
９

こ
の
事
業
は
、ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
い
ま
す 第45話

ま
　
り
　
あ

男
女
計
世帯

人口と世帯（12/31現在）
：2,228人
：2,297人
：4,525人
：1,821世帯

（－5）
（－9）
（－14）
（－7）

男
女
計

選挙人名簿登録者数（12/1現在）
：1,997人
：2,055人
：4,052人

（  ）は前月比

二
十
歳
の
祝
賀
会
を
迎
え
ま
し
た
！

２月の納期

○11月のタバコ税は 1,725,934円
○２月の舟形若あゆ温泉の休館日は 12日（木）

に
っ
ぽ
ん
い
ち

　犯
罪
者
と
噂
さ
れ
て
い
た
老
人
が
孤
独
死
し
た
。
遺

さ
れ
た
の
は
、
た
く
さ
ん
の
ノ
ー
ト
と
ひ
ま
わ
り
の
ブ

ロ
ー
チ
。
生
前
に
知
り
合
っ
て
い
た
女
子
高
生
の
安
珠

は
、
彼
の
こ
と
を
調
べ
る
う
ち
に
、
意
外
な
過
去
を
知

る
こ
と
に
な
る
。

短

　歌

耳
な
り
の
か
す
か
な
響
き
雪
の
夜

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　大

　場

　小
夜
子
（
内

　
　山
）

午
後
か
ら
の
診
察
つ
る
べ
落
と
し
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　佐

　藤

　昭

　子
（
長
沢
第
一
）

転
ぶ
な
と
言
わ
れ
る
齢
冬
ざ
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　柏

　木

　伸

　子
（
長
沢
第
三
）

雪
止
み
て
星
座
煌
め
く
白
い
夜

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　髙

　橋

　ふ
き
子
（
長
沢
第
三
）

日
脚
伸
ぶ
夫
の
使
っ
た
杖
二
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　真

　見

　七

　生
（
舟
形
第
四
）

初
詣
初
孫
連
れ
て
若
返
り

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　五

　島

　
　
　健
（
光
　生
　園
）

白
銀
や
夕
日
が
沈
む
美
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　奥

　山

　早
知
子
（
光
　生
　園
）

稲
光
北
よ
り
す
れ
ば
北
を
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　伊

　藤

　貴

　子
（
光
　生
　園
）

新
年
の
祝
い
を
め
で
て
門
松
よ

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　岸

　
　
　麻
理
子
（
光
　生
　園
）

吹
雪
く
日
や
一
泊
せ
し
む
回
覧
板

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　興

　
　
　珠

　子
（

　　野
　

　）

　当
季
三
つ
物
連
句

午
年
や
駆
け
る
飛
躍
の
明
の
春

　恵
方
詣
に
脚
弾
む
な
り

三
世
代
揃
ひ
て
初
温
泉
浸
る
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　北
陽
社

　
　井

　上

　玲

　虹
（

　　野
　

　）

　付
合
い
句

兎
に
角
も
良
き
事
あ
れ
と
初
詣

　
　
　

  

興 

　
　桃 

月
（
　野
　）

　老
の
笑
顔
の
永
遠
に
あ
ら
む
と

　
　

  

井 

上

　玲 

虹
（
　野
　）

俳

　句

お探しの本がない場合、
町中央公民館をとおして
山形県立図書館の資料を
借りることができます。
詳しくはご相談ください。

毎
日
の
給
食
メ
ニ
ュ
ー
は
コ
チ
ラ

斎
藤 

真
里
亜
さ
ん（
木
友
）

おふくさん　ふ
く
ふ
く
に
こ
に
こ
顔
の
お
ふ
く
さ
ん
た
ち
は
、
山

奥
の
家
で
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
あ
る
日
、
鬼
が

怖
が
ら
せ
よ
う
と
や
っ
て
き
ま
す
が
、
お
ふ
く
さ
ん
た

ち
は
怖
が
る
ど
こ
ろ
か
鬼
を
笑
わ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
ハ
ー
ト
フ
ル
絵
本
で
す
。

作／服部 美法

わたしの知る花
著／町田 そのこ

●国民健康保険税　第５期
●後期高齢者医療保険料　第５期

※3月2日まで忘れずに納付しましょう。

う
る
い
の
マ
リ
ネ

●
材
料
（
１
人
分
）

　
う
る
い
　
　
　
　
２
０ｇ

　
新
た
ま
ね
ぎ
　
　
１
０ｇ

　
は
つ
か
大
根
　
　
　
５
ｇ

　
か
い
わ
れ
大
根
　
　
２ｇ

　
★
レ
モ
ン
汁
　  

１
．５
ｇ

　
★
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル  

１ｇ

　
★
砂
糖
　
　
　  

０
．５
ｇ

　
★
食
塩
　
　  

０
．０
５
ｇ

　
★
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
ッ
パ
ー  

少
々

●
作
り
方

①
★
を
合
わ
せ
て
お
く
。

②
新
た
ま
ね
ぎ
を
薄
く
ス
ラ
イ
ス
し
水
に
さ
ら
す
。

③
う
る
い
を
ざ
く
切
り
に
し
、
さ
っ
と
湯
が
き
、

　
水
に
さ
ら
す
。

④
新
た
ま
ね
ぎ
と
う
る
い
の
水
を
し
っ
か
り
と
切

　
り
、
は
つ
か
大
根
、
か
い
わ
れ
大
根
、
★
を
和

　
え
、
少
し
な
じ
ま
せ
る
。

　
う
る
い
は
山
菜
の
中
で
も
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
う
る
い

を
使
っ
た
最
上
保
健
所
地
域
健
康
福
祉
課
の
「
お

い
し
い
適
塩
ラ
ン
チ
」
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

お
い
し
く
食
べ
て
健
康
に

お
い
し
く
食
べ
て
健
康
に
vol.10

　
12
月
24
日
、
舟
形
中
学
校
で
、
目
前
に
控
え

た
受
験
シ
ー
ズ
ン
を
元
気
に
乗
り
切
っ
て
も
ら

お
う
と
、
３
年
生
を
対
象
に
し
た
バ
イ
キ
ン
グ

給
食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
は

鮭
の
黄
金
焼
き
や
み
そ
煮
込
み
う
ど
ん
、
ラ
ズ

ベ
リ
ー
ム
ー
ス
な
ど
、
生
徒
た
ち
の
「
食
べ
た

い
！
」
が
詰
ま
っ
た
リ
ク
エ
ス
ト
献
立
が
ズ
ラ

リ
と
並
び
、
生
徒
た
ち
は
特
別
な
ひ
と
と
き
を

笑
顔
で
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に

向
か
っ
て
、
が
ん
ば
れ
舟
中
生
！

バラエティ豊かな
メニューを友だち
や先生といっしょ
に楽しみました。

２
月
の
ま
ん
さ
く
の
市

▼
日
時
／
２
月
14
日（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
〜

　
お
し
る
こ
の
振
る
舞
い
を

　
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
悪
原
隊
員
が
制
作
し
た

　
ポ
ッ
プ
と
と
も
に
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

千
風
会
【
新
年
ほ
の
や
か
に
】

恒
例
の
次
男
の
友
ら
連
泊
す

新
年
将
来
へ
の
夢
な
に
語
ら
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　森

　
　
　ひ
ろ
子
（
新
　庄
　市
）

こ
の
世
界
戦
争
ほ
ど
の
被
災
な
し

ロ
シ
ア
卑
劣
な
攻
撃
い
つ
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　森

　
　
　勝

　広
（
舟
形
第
四
）

雪
を
掻
く
夫
の
背
に
わ
れ
合
掌
す

苦
楽
を
共
に
支
へ
く
れ
し
夫
よ

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　小

　野

　光

　子
（
真
　木
　野
）

新
春
の
暁
け
の
見
空
が
一
杯
の

酒
に
映
る
を
祝
ひ
て
飲
ま
む

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　沼

　澤

　千
鶴
子
（
鶴
陽
）（
舟
形
第
四
）

迎
春
子
孫
の
繁
栄
と
共
に
生
く

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　小

　野

　光

　子
（
光
風
）（
真
　木
　野
）

朗
々
と
吟
ず
迎
春
ほ
の
ぼ
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　沼

　澤

　千
鶴
子
（
千
岳
）（
舟
形
第
四
）

俳
句
ら
し
か
ら
ぬ
俳
句
や
川
柳
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　森

　
　
　ひ
ろ
子
（
弘
風
）（
新
　庄
　市
）

物
忘
れ
幾
度
も
手
に
書
き
指
さ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　森

　
　
　勝

　広
（
勝
風
）（
舟
形
第
四
）

よ
わ
い

あ

　す あ

　こ
つ
ま

ぎ
ん あ

と

　わ

は

　つ

　ゆ

・
・
・

・
・
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２月の主な行事予定
5日

　14日
　

18日
26日

　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
広
報
ふ
な

が
た
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　昨
年
末
、
中
学
校
の
こ
ろ
の
部

活
メ
ン
バ
ー
や
顧
問
の
先
生
と
集

ま
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
久
し

ぶ
り
に
会
う
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
し

た
が
、
当
時
と
変
わ
ら
な
い
感
覚

で
会
話
が
弾
み
、
懐
か
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

　重
た
い
雪
が
降
り
積
も
り
、
除

雪
が
だ
ん
だ
ん
と
大
変
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
雪
に
よ
る
事
故
や
寒

さ
に
よ
る
体
調
不
良
に
注
意
し
て

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

 

（
だ
い
）

あ
と
が
き

新入生一日入学（舟形小学校）
入園説明会
　　　　（舟形ほほえみ保育園）
立志式（舟形中学校）
かもしかクラブ修了式
　　　　（舟形ほほえみ保育園）

　
１２
月
２３
日
、
中
央
公
民
館
で
第
６

回
縄
文
の
女
神
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
１
回
か
ら
第
５
回
ま
で

全
１５
点
の
歴
代
最
優
秀
賞
作
品
か
ら
、

部
門
ご
と
に
グ
ラ
ン
プ
リ
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
町
内
在
住
の
受
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
応
募
総
数
１
０
２
点

●
小
学
生
部
門

　
最
優
秀
賞
　
　
佐
　
藤
　
功
　
志

　
優
秀
賞
　
　
　
斎
　
藤
　
　
　
英

　
審
査
委
員
長
特
別
賞

　
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
柚
　
稀

　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
駿
　
杜

　
　
　
　
　
　
　
中
　
山
　
由
　
麻

　
縄
文
賞
　
　
　
沼
　
澤
　
大
　
月

　
入
　
選
　
　
　
佐
　
藤
　
花
　
奏

　
　
　
　
　
　
　
沼
　
澤
　
小
　
夏

●
一
般
部
門

　
最
優
秀
賞
　
　
沼
　
澤
　
飛
　
鳥

　
優
秀
賞
　
　
　
斎
　
藤
　
友
　
貴

　
　
　
　
　
　
　
斎
　
藤
　
真
　
澄

　
審
査
委
員
長
特
別
賞

　
　
　
　
　
　
　
植
　
松
　
路
　
子

　
縄
文
賞
　
　
　
沼
　
澤
　
直
　
太

　
　
　
　
　
　
　
大
　
山
　
逸
　
美

●
歴
代
最
優
秀
作
品
グ
ラ
ン
プ
リ

　
小
学
生
部
門
　
斎
　
藤
　
　
　
奏

　
一
般
部
門
　
　
木
　
島
　
真
　
紀

▼
問
い
合
わ
せ
／

　
舟
形
町
教
育
課
社
会
教
育
係

　
☎（
３２
）２
２
４
６

第６回

デザインコンテスト・歴代最優秀作品グランプリ
縄文の女神ペーパークラフト縄文の女神


